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2023年 岐阜県のプラスチック第247号

「新春講演会・新年互礼会」を開催
新型コロナウイルスの影響を受け、令和２年度・３年度は開催中止となっていた新春講演会・新年
互礼会が３年ぶりに開催されました。今年度は岐阜県金型工業組合と合同開催し、１１回目の開催
となりました。参加者同士が新年の挨拶や意見交換をするなどより一層絆を深めました。

令和５年１月１６日（月）
岐阜グランドホテル　

岐阜県、県試験研究機関、県経済団体、支援機関等
岐阜県プラスチック工業組合　組合員・賛助会員
岐阜県金型工業組合　組合員・賛助会員

新春講演会

■ 演題　「禅から学ぶ健全な心身のつくり方」
　 臨済宗建仁寺派両足院　副住職　伊藤 東凌 氏

睡眠を中心とした生活を送る
健全な心身を作る一番の方法は〝睡眠を中心と
した生活を送ること“だと思います。睡眠の時間を
決めることで、仕事を終わらせる目途が見えて
くる。規則正しい生活を送ることに繋がり、簡単に
健やかになっていけると思います。体あっての心で
あり、健全な肉体に健全な精神が宿ることをお寺
の生活から学びましたし、コロナをきっかけに取り
戻した大切なことであると思います。

レギュラーバウンドが起こる「心の壁」を作る
近年では、７～８割の方々が悩みの原因がどこにあるかわからない状態に陥っていると言われてい
ます。現代は社会のルールや状況がめまぐるしく変化し、ひっきりなしに情報を手に入れられる。逆に
情報から離れられません。変わり続ける局面というのは、常にデコボコの壁にボールを投げ続けて
いる状況であり、どこにボールが跳ね返るかわかりません。決まった時間に食事やストレッチ、睡眠を
することで「規則正しいルーティーン」を持つことが大切であり、レギュラーバウンドが起こる平らな
壁を持つことに繋がります。

映画のワンシーンのような未来を描く
「フューチャーペイシング」という言葉がありますが、上司から指示をするのではなく一緒に肩を
並べてその人が見ている景色を見渡すことを言います。目標を数値化することでモチベーションが
上がるかといえばそうではない。自分の未来を「映画のワンシーン」の様に描きます。服装やリラックス
している状況などを具体的に。そのシーン（未来）をイメージして、未来から逆算し今のペースを作って
いくことが大切だと思います。社員さんと話す内容の変化や、その人が考える価値観を見出すことに
繋がり、生き生きと過ごしていけるきっかけになるかもしれません。

新年互礼会

● 田中理事長 挨拶
　昨年は、コロナに対してまだまだ厳しい世間の
声があり、ロシアーウクライナ戦争も勃発しま
した。石油の価格高騰、インフレの時代がやって
きて世の中の動きが大きく変わっていく一年
でした。２０２３年はここ数年コロナ中心に霧が
かかっていたものがサッといい意味で晴れてくる
年になるのではないかと思っています。ただし
少子化や貿易立国であった日本がもはや貿易
黒字にならない時代に突入し、前例踏襲していて
も打開はできません。動いてみなければ何が
起こっているかもわからず、今年は攻めに転じて
まずは動いてみたいと思います。
　組合においては、技能検定を中心として人づくり
のお手伝いをしていきたい。今ある環境問題や
プラスチック廃棄の問題などいろんな課題があり

ます。長いデフレを経てインフレになったときに
どうやって価格転嫁していくのかということが
非常に大きな問題と認識しています。組合として
いろんな活動や働きかけを行い、皆様とともに
一年間、前向きに進んでいきたい。

● 崎浦 良典さま（岐阜県商工労働部 部長）　来賓挨拶
昨今、原油高・資材高騰・価格転嫁が難しいなど
厳しい状況の中、岐阜県の経済が発展するために
さまざまな対策を行ってきましたが、厳しい状況
が変わる兆しが見えてこず皆様方ご苦労されて
いるところと思っております。皆様の現状の声を
聞かしていただき、その声を参考にして今後の
県の経済対策に活かしていきたい。
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2023年 岐阜県のプラスチック第247号

中部地区業界団体懇談会 開催
秋も深まりを見せ始めた１０月２５日。参加者は富山県産業技術開発センターを訪問し、富山県で
の材料開発から製品試作・製品評価まで製品化に必要な一連の研究開発が行える最新の試験研究
施設を見学しました。その後、富山電気ビルディングにてＷＥＢセミナーおよび懇談会が開催され、
各県の現状や課題等について意見交換が行われました。

令和４年１０月２５日（火）
富山県産業技術開発センター
富山電気ビルディング

岐阜県からの参加者　田中理事長・杉山副理事長・林副理事長
中部日本プラスチック製品工業協会
石川県プラスチック成型加工工業協同組合
富山県プラスチック工業会

ＷＥＢセミナー

■ 演題　「中小企業の脱炭素への取り組み」
　 サカタ経営　代表社員　坂田 卓也 氏
プラスチック製品を供給する業界としても、脱炭素の取り組みを優先して実践していく必要性などに
ついて講演を受けました。

懇談会

■ テーマ　各県の活動状況や課題・業界の状況について

馬場理事長（石川県）

現状：石川は規模が小さいので岐阜や愛知の行動を参考にしていますが、新年会等は３年連続でリアル
では行っていません。最近では竜巻が発生するなど環境問題は身近なものであるという認識が
広まりつつあります。

課題：プラスチックは良くないと言われる事もありますが、無くなる事は無いと思われます。しかし
今後はいかにCO₂を出さずにプラスチックを製造する必要があるのではないかと感じています。

田中理事長（岐阜県）

現状：岐阜は３年ぶりにリアルで総会を行う事ができ、技能検定の受検者は過去最高となりました。
人材育成事業として初任者研修の実施や、交流事業として金型組合と新年互礼会を行うなど、
人との繋がりを強化しています。また県とプラスチック資源循環懇談会を行い、プラごみの削減
や環境配慮型製品のアドバイスを行っています。

課題：組合員が減少しているが、魅力ある組合づくりを行っていくことが課題と考えています。原材料
が高騰していますが価格に転嫁していく事は難しく、様々な現状を行政にも発信していきたい。

葛西事務局（富山県）

現状：富山では各事業はウィズコロナでほぼリアルで行っています。技能検定の合格率が例年２２～
２３％なのが１７％くらいに低下しているので技能講習等を行いレベルアップを図っています。
また脱炭素の取り組みとしてテーマを設定してセミナーを行っています。

課題：SDGsの取り組みを進めていくうえで技術の向上を図りリサイクル等進めていく中で、まずは
「何をすれば良いか」を知識の出発点となる様に活動していくことが課題と認識しています。

大松会長（中部日本）

プラスチック業界を取り巻く環境は原料高、環境
対応、為替などグローバルな影響を受けて厳しい
と感じています。気候変動などプラスチックが
悪いような話題となるが他の産業資材と比べても、
プラスチックだけが悪いわけではありません。
昔の産業革命から最近のDXまで技術の進展は
早く、大きい。CO₂の吸収等の技術も急速に進むと
思われるので過度に心配することもなく、現状で
もプラスチックは必要とされており悲観すること
はなく展望は明るいと考えています。次回は愛知
なので是非来て頂きたいと思います。
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コロナ禍で実施を見送っていた後期技能検定
（プラスチック成形 ブロー成形作業）の実技試験
を、コダマ樹脂工業㈱本社工場（安八郡神戸町）を
会場に、４年ぶりに委託実施しました。本年度は
１級３名、２級８名の方々が受検しました。
実技試験に先立ち、受検者を対象に事前説明会
を１月２６日（木）に開催。大前和樹講師（コダマ
樹脂工業㈱）より、受検に際しての注意事項や安全な作業についての説明を受け、その後実機を使用し、
作業手順についての説明を受け、受検生は本番の試験に備えました。実技試験は１月２７日（金）から
スタートし、１級は３時間３０分以内に２種類の樹脂を使用して円筒形のボトル５０個を製作する。２級は
２時間３０分内に２種類の樹脂を使用し同様に２０個を製作することが課題であり、実技試験で製作
した製品は２月８日（水）検定委員・補佐員により採点されました。

１１月２９日（火）、岐阜県と岐阜県職業能力開発
協会は、｢第４３回岐阜県職業能力開発促進大会｣
を岐阜清流文化プラザにて開催しました。本大会
は、〝職業能力の一層の開発・向上“と〝技能尊重
の社会的機運を盛り上げること”を目的とするもの
で、卓越技能者・技能検定功労者・技能検定優秀者
の表彰が行われました。組合関係者からは、次の
方々が表彰されました。（敬称略）

岐阜県職業能力開発促進大会 開催

ブロー検定 実施

お知らせ 合格発表は３月１０日（金）。次号にて合格者をお伝えします

NEWS FILE
１１月９日（水）、岐阜関カントリークラブにて青

年部親睦ゴルフ大会が行われました。前回の７月に
続き２回目の開催となった親睦ゴルフには部員７名
が参加しました。紅葉色づく秋晴れのもと絶好の
ゴルフ日和となり、参加者はプレーを楽しみました。

青年部親睦ゴルフ大会 開催

ダブルペリア
成績 優 勝

準優勝
３ 位

野村 太志（ノムラ化学工業㈱）　
福島 康貴（㈱フクシマ化学）
竹内 浩騎（㈱中部合成）

令和４年１１月２日（水） 岐阜県成長産業人材育成センター研修室
岐阜県人材開発支援センターⅢ棟

卓越技能者 岐阜県知事表彰
野村 雅志（明光化成工業㈱）

技能検定功労者 岐阜県知事表彰
中島 一彦（ムトー精工㈱）

技能検定功労者 岐阜県職業能力開発協会長表彰
丹羽 厚至（岐阜県産業技術総合センター）

技能検定成績優秀者 岐阜県知事表彰 特級 金型製作
門屋 博人（ムトー精工㈱）

初任者研修会の開催
プラスチック成形加工会社で働く入社間もない人、営業職・事務職など製造現場以外で働く社員
を対象に、“プラスチックの基礎を一日で学ぶ”プラスチック成形初任者研修会を、岐阜県産業技術
総合センターさんと開催しました。
この研修会では、プラスチックの基礎知識や実機を使用して射出成形機の基礎技術を習得して
いただくことを目的とし、岐阜県産業技術総合センター各研究員の皆さまが講師を担当しました。

実技

射出成形機による実技講習が行われ、各グル
ープに別れクレーン操作から金型の取り付けや
材料を使用した条件設定やパージを行う際の
コツ、金型の取り外しなど、一連の成形作業を
安全かつ効率的に進めるための基本操作習得を
目指し取り組みました。

座学

■ テーマ①　高分子の基礎
　 化学部　今泉 茂巳 研究員
プラスチック種類や特徴、加工にあたっての添加剤、リサイクルの現況などプラスチックの基礎に
ついての詳細な説明を行いました。

■ テーマ②　プラスチックの特性
　 化学部　足立 隆浩 研究員
材料の選択時に重要なプラスチックの熱的・機械的・化学的な性質やそれらの測定方法などの説明を
行いました。樹脂には、長所・短所が共存しているため、製品の目的にあった材料を選択するための
必要な試験方法を理解し、比較検討する必要がある、とのアドバイスがありました。

■ テーマ③　プラスチックの加工法
　 化学部　丹羽 厚至 研究員
プラスチック成形品がどのように作られているか、また様々な加工方法や金型について、成形機操作
で苦労する成形不良の原因などの説明を行いました。
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　中日本営業部 所長 岸淵　 充

フジ・クリエイト株式会社
““ものづくりのニーズに対応し、知恵を出す会社です。””

主要取扱い商品

中日本営業所
〒465-0025
愛知県名古屋市名東区上社1-1304　北村第三ビルディング2F2A号室
TEL:052-799-8860 / FAX:052-799-5012

本社
〒104-0032
東京都中央区八丁堀2-16-3　ICM中央ビル5F
TEL:03-3523-0560 / FAX:03-3523-0561

岐阜県プラスチック工業組合
役員企業

代表取締役
社 長 田　　中　　　 肇

〒509-0147　岐阜県各務原市鵜沼川崎町 1-60-1
電話：（058）371-1100　FAX：（058）371-2593

https://www.muto.co.jp　E-mail:h-tanaka@muto.co.jp
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C o n t e n t s

■ 新春講演会・新年互礼会 開催

■ 中部地区業界団体懇談会 開催

■ 初任者研修会 開催

■ ブロー検定 実施

2023年（令和5年）3月15日発行 岐阜県プラスチック工業組合会報

Vol.247岐 阜 県 の

・大英エレクトロニクス株式会社
・タチバナ精機株式会社
・ムトーベトナムCO.,LTD.

・ムトーテクノロジーハノイCO.,LTD.
・豊武光電（蘇州）有限公司
・ムトー（タイランド）CO.,LTD.

・ムトーシンガポールPTE LTD
・武藤香港有限公司

■ムトー精工株式会社
ムトー精工グループ

プラスチックの無限の可能性を世界にお届けします

本社

岐阜第5工場 岐阜工場

〒509-0147　岐阜県各務原市鵜沼川崎町１-６０-１
TEL (058)-371-1100　https://www.muto.co.jp


